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園児７人が、自分で作った鬼のお面をかぶって豆まき。
「心の中にいる弱い鬼」を退治しました。
２月１日、上野町の綾部幼稚園で―。

元気いっぱい「鬼は外！」
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　綾部は地域の人とのつながりが
強く、あいさつをしてくれるのが
印象的。離れてみてより良さを実
感しました。中学生の時に、市長
の話を聞いて金融の世界に興味を
持ち、公認会計士を目指していま
す。

　住みやすい環境が良いと思
います。ほかの市に住んでみ
て、改めて綾部の良さを実感
しました。いつか戻ってきた
いと思っています。

吉﨑　大晟さん（於与岐町）
兵庫県在住、学生
夢：公認会計士

　都会と比べて交通の面が不
便だと感じる所もあります
が、人と人とのつながりが温
かい所が良いと思います。将
来、綾部に帰ることも考えた
いと思います。

片山さつきさん（大島町）
京都市在住、学生
夢：養護教諭

　空気が良くてお米がおいし
い。人が温かくて、帰ってきた
いなと思う場所です。ふるさと
講座の思い出は市長が歌ってい
たこと。地元が好きなので綾部
に戻って働きたいです。

岩波　健輔さん（武吉町）
奈良県在住、学生
夢：教師

　今は綾部に住みながら、病院
で事務職員として働いていま
す。綾部は緑が多くアットホー
ムで落ち着く場所。これからも
ずっと住み続けたいです。

竹原　真さん（和木町）

社会人

　自然が豊かでお米がおいしい。
周りの人が優しく、のどかで平和
なまち。昔、市長に話していただ
いたことは今でも思い出に残って
います。卒業後は綾部に戻り、看
護師として働きたいです。

井上　未結さん（青野町）
大阪府在住、学生
夢：看護師

　登下校の見守り隊などがあ
り、地域や周りの人に見守られ
てきたと感じます。小学校教師
になり、子どもたちに人とのつ
ながりが大事だと自分が伝えて
いきたいです。

臼田　真優さん（大島町）
広島県在住、学生
夢：教師

　市民の人柄が良い綾部。近所
同士で声を掛け合い、安心でき
るまちだと思います。将来は京
都府内で教師として働きたいで
す。

山中　圭さん（西方町）
大阪府在住、学生
夢：教師

梅原　詩文さん（有岡町）
滋賀県在住、学生
夢：公務員

し ふみ

地
元
を
理
解
し
、
愛
着
や
誇
り

を
持
っ
て
生
き
る
力
を
養
う
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
。
黒
谷
和
紙
手
す

き
体
験
や
自
然
の
調
査
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
授
業
を
通
し
て
綾
部

の
魅
力
を
伝
え
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環

と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
「
市

長
の
ふ
る
さ
と
講
座
〜
は
ば
た
く

君
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
を
実

施
。
卒
業
を
控
え
た
市
内
中
学
校

の
３
年
生
に
山
崎
善
也
市
長
が
講

義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月
16
日
に
は
豊
里
中
学
校

（
豊
里
町
）
で
開
催
。
市
長
が
自

身
の
経
歴
や
綾
部
の
魅
力
、
今
後

の
課
題
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

「
夢
の
実
現
に
は
、
目
標
を
決
め

計
画
を
立
て
て
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
。知
識
や
情
報
が
あ
っ
て
初

め
て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
場
所

が
な
い
人
も
い
る
。
人
生
の
節
目

や
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
に
、
帰

る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
心

強
い
こ
と
。
ふ
る
さ
と
綾
部
の
家

族
や
先
生
、
友
人
は
決
し
て
裏
切

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
職
場
体
験

な
ど
に
よ
り
、
進
路
の
選
択
肢
を

広
げ
、
夢
に
向
か
っ
て
生
き
る
力

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
に
中
学
１
年

生
を
対
象
と
し
た
市
内
企
業
の
社

員
に
よ
る
講
演
会
を
、
昨
年
11
月

３
日
と
１
月
31
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
京
セ
ラ

京
都
綾
部
工
場
の
小
田
義
人
・
副

工
場
長
と
日
東
精
工
の
白
波
瀬
智

久
さ
ん
で
す
。

小
田
さ
ん
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
研
究
事
例
を
紹
介
。
「
今

ま
で
は
Ａ
Ｉ
が
人
間
を
補
助
し
て

い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
間
が
Ａ

Ｉ
を
補
助
す
る
よ
う
に
な
る
。
変

化
の
時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
成

ふるさとに誇りを持ち生きる力を育てる

綾部市のふるさと教育・キャリア教育

市
内
企
業
の
講
演
会
を
開
催

▲自社の歴史や魅力を紹介する小田さん

▼１月31日にものづくり交流館で行った講演会
　には市内の中学１年生78人が参加

　幼稚園のころに大阪から綾
部市に引っ越してきました。自
然豊かで空気がきれいだと感じ
ます。市長の話を聞く前は綾部
を出て戻らないつもりだっ
たけど、綾部に戻ってき
たいと思いました。
村上彩音さん（位田町）

　市は子どもたちがあやべに育つことに誇りと自信を持ち、夢を持って生きていけるように「ふるさ
と教育」「キャリア教育」「国際理解教育」の３つの特色ある教育を推進。地元を愛し、風土や文化を誇
れる心豊かな人づくりを目指しています。今回は、ふるさと教育・キャリア教育の概要と、その教育を
受けて育った新成人の声を紹介します。

　綾部市は自然が多くのどかで
ゆったりと過ごせる場所だと思い
ます。講座を聞き日々の努力の大
切さが分かり、これからの勉
強を一層頑張っていこうと
思いました。
山岡凜太郎さん（舘町）

ふるさと講座を聞いて

に
勉
強
し
、
夢
を
持
っ
て
生
き
て

ほ
し
い
」
と
、
生
徒
た
ち
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
就
職
し
た
ば
か
り

の
白
波
瀬
さ
ん
は
、
綾
部
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
経
験
を
説
明
。
「
何

十
年
と
働
き
続
け
る
な
ら
、
落
ち

着
い
て
生
活
で
き
る
ふ
る
さ
と
が

良
い
と
考
え
た
。
会
社
を
探
す
前

に
自
分
の
好
き
な
も
の
を
見
つ
け

て
、
そ
れ
を
仕
事
に
す
る
と
良
い

と
思
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。

今年は約280人を対象にふるさと講座を実施

～新成人にふるさとへの思いを聞きました～～新成人にふるさとへの思いを聞きました～～新成人にふるさとへの思いを聞きました～



空
調
を
全
館
完
備

　西
町
三
丁
目
で
整
備
の
進
む

（
仮
称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
。
建

物
は
春
頃
に
完
成
し
ま
す
。
そ
の

後
、隣
接
す
る
武
道
館
を
解
体
し
、

駐
車
場
整
備
な
ど
の
外
構
工
事
を

行
う
予
定
。
秋
頃
の
利
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
整
備
は
、
老
朽
化
し
、
耐

震
化
で
き
な
い
現
在
の
市
民
セ
ン

タ
ー
と
武
道
館
を
統
合
す
る
も

の
。
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
現
在
の
２
施
設
の

床
面
積
を
超
え
な
い
規
模
と
す
る

た
め
、
競
技
場
に
観
覧
席
は
設
け

ま
せ
ん
が
、
空
調
を
全
館
に
完
備

し
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
に
も

　新
施
設
は
、
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
の
活
用
も
想
定
。
防
災
倉

庫
や
炊
き
出
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
建
物
周
辺
に
は
〝
か
ま
ど
〞

に
転
用
で
き
る
ベ
ン
チ
な
ど
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
水
害

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
受
電
設

備
を
２
階
に
据
え
置
き
ま
す
。

　施
設
の
概
要
は
以
下
の
通
り
＝

平
面
図
（
３
階
は
割
愛
）
参
照
。

構
造
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
。
床
面
積
／
約
４
７
６
０
平

方
㍍
。
主
な
施
設
／
１
階
＝
武
道

場（
約
５
８
０
平
方
㍍
）、研
修
室
、

会
議
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
更

衣
（
シ
ャ
ワ
ー
）
室
な
ど
。
２
階

＝
競
技
場（
約
１
５
１
０
平
方
㍍
）、

更
衣
室
な
ど
。
３
階
＝
競
技
場
の

吹
き
抜
け
、
保
守
通
路
な
ど
。
敷

地
面
積
／
約
１
万
２
４
０
０
平
方

㍍
。駐
車
場
／
約
２
０
０
台
分（
大

型
バ
ス
駐
車
可
能
）。

３
月
１
日
に
営
業
再
開

　温
泉
棟
の
改
修
の
た
め
、
昨
年

12
月
か
ら
休
館
し
て
い
る
あ
や
べ

温
泉
（
睦
寄
町
）。
３
月
１
日
午

前
10
時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
今
回
の
改
修
で
は
、

ヒ
ノ
キ
で
設
え
た
露
天
風
呂
に
畳

ス
ペ
ー
ス
や
壺
湯
を
新
設
し
ま

〝
オ
リ
パ
ラ
精
神
〞に
学
ぶ

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
よ
い
よ
来
年

に
近
づ
い
て
き
た
。
開
催
に
際

し
て
は
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
る

が
、
国
民
の
多
く
は
楽
し
み
に

し
て
い
る
し
、
一
つ
の
節
目
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
発
祥
の
地

は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
「
よ
り
速

く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
」

を
謳
う
そ
の
精
神
は
近
代
以
降

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。一
方
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
う
し
て
始
ま
っ
た
か

を
ご
存
じ
か
？

　答
え
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
英
国
で
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就

い
た
神
経
医
学
者
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ

ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
が
提
唱

し
た
。
国
際
大
会
と
な
っ
た
の

は
１
９
５
２
年
で
種
目
は
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
。
参
加
者
の
多
く
は

戦
争
で
負
傷
し
た
車
い
す
の
元

兵
士
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　開
催
直
後
は
、
障
害
者
が
ス

ポ
ー
ツ
す
る
こ
と
の
是
非
が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
。
不
自
由
な
肢

体
を
人
前
に
晒
す
こ
と
の
議
論

も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
時

の
博
士
の
発
言
が
意
義
深
い
。

曰
く
「
失
っ
た
機
能
を
嘆
い
て

も
仕
方
な
い
。
残
さ
れ
た
機
能

を
如
何
に
活
か
そ
う
と
す
る
か

が
重
要
で
、
そ
の
姿
を
多
く
の

人
に
見
て
ほ
し
い
」
と
。

　ま
ち
づ
く
り
の
気
概
に
も
通

じ
る
故
に
引
用
し
た
。
無
い
も

の
を
求
め
る
よ
り
は
、
こ
の
地

が
具
備
す
る
資
質
や
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る

と
解
す
る
。
即
ち
山
紫
水
明
の

豊
か
な
自
然
や
モ
ノ
づ
く
り
の

文
化
と
伝
統
、
そ
し
て
穏
や
か

で
我
慢
強
い
市
民
性
や
何
よ
り

も
故
郷
を
想
う
熱
い
気
持
ち

…

。
こ
の
ま
ち
が
擁
す
る
幸
を

活
か
せ
ば
、
ど
ん
な
難
局
も
必

ず
や
乗
り
越
え
ら
れ
る―

そ
う

信
じ
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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せ
き
ず
い

う
た

さ
ら

い
わ

い

　か

さ
ち

　本市出身者やゆかりのある人などに、綾部市を応援していただく
「あやべ特別市民制度」。会員には、特産品の詰め合わせなど〝ふる
さとの味〟とともに、会報やメールマガジン等で市の最新情報を届
けています。本年度の会員は約2,000人に上り、特産品を生産す
る地域の活力にもつながっています。あなたも制度に入会し、友人
などにも応援の輪を広げませんか。

特典いっぱい〝あやべ特別市民制度〟
響
く
〝
槌
音
〞

今
年
秋
の
利
用
開
始
を
目
指
す

（
仮
称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー

ヒ
ノ
キ
の
露
天
風
呂
に
壺
湯
な
ど

あ
や
べ
温
泉・二
王
の
湯

す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や

お
土
産
の
品
ぞ
ろ
え
も
充
実
。
生

ビ
ー
ル
半
額
セ
ー
ル
や
入
浴
者
へ

の
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

記
念
の
プ
レ
ミ
ア
ム
回
数
券
販
売

　同
温
泉
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

記
念
し
て
、
入
浴
券
11
枚
（
５
５

０
０
円
分
）と
食
事
券（
メ
ニ
ュ
ー

限
定
）
が
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム

回
数
券
を
４
５
０
０
円
で
販
売

中
。
温
泉
の
休
館
中
も
、
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、特
産
館
（
青

野
町
）、Ｆ
Ｍ
い
か
る
（
西
町
一
丁

目
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
同
温
泉
☎（
55
）０

２
６
２
、
フ
ァ
ク
ス（
55
）０
０
８

９
へ
。

　市
が
現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る
（
仮
称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
と
あ
や
べ
温
泉
に
つ
い
て
、

整
備
状
況
と
概
要
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１階

２階

2019年度
会員募集

1万円 振込用紙で全国の郵便局・
金融機関から支払えます年会費

2019年4月1日～
2020年3月31日

会員期間

綾部の特産品を年３回送付特典１

市内飲食店の割引券、
　市内施設の利用券を送付

特典２

会報、市広報紙ねっと、
　メールマガジンをお届け

特典３

ふるさとカレンダーを送付特典４

（ ）
広報紙など故郷の便

りが

満載で懐かしく感じ
ます

玉手箱のような
ふるさとの味が
毎年楽しみです

会報で生産者のお顔
も拝見

でき、うれしく思い
ます

　紹介者が会費を負担し、友人への贈り物や
お子さんへの仕送りとしても利用できます。

申し込み・問い合わせ　秘書広報課☎(42)4204

大切な
あの人への贈り物

にも

会員の声

綾部産新米や地酒、農産
加工品などの中から希望
の品を選ぶ楽しみも

壺湯の露天風呂の完成イメージ。
もう一つの露天風呂には畳のスペースを設け、日替わりで
男湯と女湯になります
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イ
ス
ラ
エ
ル
の
ほ
ぼ
中
央
の
内

陸
地
・
標
高
約
８
０
０
㍍
の
丘
陵

地
に
位
置
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
市
。

３
つ
の
一
神
教
（
ユ
ダ
ヤ
、
キ
リ

ス
ト
、
イ
ス
ラ
ム
）
の
聖
地
で
も

あ
り
、
旧
市
街
に
は
有
名
な
「
嘆

き
の
壁
」
や
「
岩
の
ド
ー
ム
」
な

ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
本
市

と
エ
ル
サ
レ
ム
市
は
、
平
成
12
年

に
友
好
都
市
を
宣
言
。
本
年
２
月

に
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
本
市
は
、
紛
争
が
続
く
イ
ス
ラ

エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
双
方
か
ら
遺

児
ら
を
招
く
「
中
東
和
平
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
携
わ
り
、
平
成
15

年
以
降
延
べ
11
回
に
わ
た
っ
て
、

和
平
に
向
け
た
交
流
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
11
月
、
山
崎
善
也
市
長
ら
が
友
好
都
市
・
エ

ル
サ
レ
ム
市
を
訪
問
。
ニ
ー
ル
・
バ
ル
カ
ッ
ト
市
長（
当

時
）と
面
会
し
、
お
互
い
の
市
を
広
報
紙
で
紹
介
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
エ
ル
サ
レ
ム
市
か
ら
届
い
た

お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
は
１
月
11
日
、
光
明
寺（
睦
寄
町
）が
所
有
す

る
資
料
な
ど
３
件
を
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
市
の
指
定
文
化
財
は
41
件
に
な
り
ま
し
た
。

エ
ル
サ
レ
ム
通
信

〜
友
好
都
市
の
今
〜

to 綾部の皆さん

　エルサレム市は、世界30億人の信徒にとって大切な場所。精神

的な拠り所であり、創造性に溢れる全世界の中心地でもあります。

　最近、エルサレム市は活気に満ちた文化の中心となりつつありま

す。国際的なフェスティバルが開催され、優れた劇場や美術館も建

設されています。独自の風景に加え、人種の多様性や伝統と革新が

融合する風潮により、創造的刺激を受けた多くの芸術家が活躍して

います。

　写真は、毎年恒例のライト・

フェスティバルの様子です。世

界的な光の彫刻家たちの作品

が、旧市街の通りや観光スポッ

ト、公共スペースなどを照らし

出します。

　　　from
エルサレム市国際関係担当
フランコイス・キャフリー

新
た
に
指
定
し
た
の
は
▽
二
王

門
の
建
設
時
期
が
記
さ
れ
た
棟
札

１
枚
▽
修
行
僧
の
名
前
や
年
代
が

記
さ
れ
た
納
札
14
点
▽
本
堂
ま
で

の
距
離
を
示
す
町
石
１
基―

の
３

件
。
い
ず
れ
も
中
世
の
光
明
寺
の

寺
院
や
修
行
僧
、
庶
民
の
信
仰
の

あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

府
立
大
学
が
公
募
し
た
特
別
研

究
に
昨
年
８
月
、
奥
上
林
自
治
会

連
合
会
の
提
案
し
た
「
光
明
寺
の

文
化
財
調
査
」
が
採
択
。
貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
今
回

の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。
市
指
定

文
化
財
の
追
加
は
平
成
11
年
以

来
、
お
よ
そ
20
年
ぶ
り
で
す
。

和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で
交
流

20
年
ぶ
り
の
追
加

　墨が落ちて読
みづらいため、赤
外線カメラなどで
解析。二王門は
仁治３（１２４２）
年に着工、建長５
（１２５３）年に竣
工したと記されて
います。

　永徳２（１３８２）年
に光明寺南東側の
山麓に設置された慰
霊碑。本堂まで１６丁
（約１,８００㍍）あるこ
とを示していて、道し
るべの役割もあること
から、多くの参拝者が
あったと考えられま
す。

　富士山・立山・白山で修業したことを記す三
禅定巡礼札４点▽西国三十三所観音霊場を巡
礼したことを記す三十三所巡礼札４点▽内容不
詳の札６点―の14点。文明７（１４７５）年から永
正14（１５１７）年の年代や修行僧の名が記され
ており、広範囲で活動していたことが分かります。

光明寺二王門棟札

光明寺二王門納札

町  石

います。

　写真は、毎年恒例のライト・

フェスティバルの様子です。世

界的な光の彫刻家たちの作品

が、旧市街の通りや観光スポッ

ト、公共スペースなどを照らしト、公共スペースなどを照らし

出します。

　　　from

ト、公共スペースなどを照らし

出します。

　　　from

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に

光
明
寺
の
歴
史
資
料

お
さ
め
ふ
だ



府北部６市町と
福知山公立大学が
協定締結
本市など府北部地域連携都市圏を構成す

る６市町と福知山公立大学（井口和起学
長）は１月10日、同大学で包括的連携協
力に関する協定締結式を行いました。同大
学の知見などを活用し、府北部の発展につ
なげるもの。この協定を機に今後、人材育
成や地域振興、観光振興などの分野で、同
大学と連携・協力していきます。

手話について学ぶ市民講演会
市は１月19日、青野町の保健福祉センターで
手話に関する市民講演会を開催しました。全国
で４人目の手話通訳ができる職員として、昭和
47年から約５年間本市に在職していた全国手話
研修センター所長の小出新一さんが「手話　こ
の魅力あることば」と題して講演。手話は言語で
あることや聴覚障害者とのコミュニケーションの
方法などを紹介し、約100人の来場者に共生社会
の実現を訴えました。

観光マップで
綾部の見どころ紹介
市は１月22日、ＪＲ綾部駅自由通路に本市の観
光マップを掲出しました。綾部市観光協会に委託
して制作したもの。大きさは横３㍍×縦１.６㍍
で、本市の観光名所や観光施設などの位置をイラ
ストで示すなど、分かりやすく紹介しています。

市民センターで最後の出初式
市は１月13日、現在の市民センター（並松

町）で行う最後の出初式を開催。消防本部や消防
団の906人が参加しました。式典の後、由良川左
岸堤防・東綾公園（川糸町）で儀式放水を実施。
その後、西町アイタウン（西町一、二丁目）であ
やべ太鼓子供会や綾部中学校吹奏楽部の演奏に合
わせて、消防本部や消防団、少年少女消防クラ
ブ、防火防災協会が分列行進と車両パレードを行
いました。
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学
年
に
つ
き
１
０
０
万
円
を
限
度

と
し
て
２
学
年
分
。
利
子
／
無
利

子
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
な
く

返
還
計
画
よ
り
遅
れ
る
と
延
滞
利

息
が
か
か
り
ま
す
。
対
象
経
費
／

養
成
施
設
等
の
入
学
金
、
授
業
料

の
合
計
の
範
囲
内
。
返
還
免
除
／

卒
業
後
１
年
以
内
に
市
内
の
介
護

事
業
所
等
に
就
職
し
、
３
年
間
介

護
福
祉
士
と
し
て
従
事
し
た
場
合

は
全
額
免
除
。
申
請
手
続
き
／
修

学
資
金
貸
与
の
対
象
と
な
る
学
年

の
12
月
末
ま
で
に
貸
与
申
請
書
と

添
付
書
類
を
提
出
。

問
高
齢
者
支
援
課
☎（
42
）４
２
６
１

　軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４

月
１
日
に
原
動
機
付
自
転
車
や
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

に
か
か
り
ま
す
。
月
割
課
税
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
２
日

以
降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
も
、

そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
全
額

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
規
の

登
録
や
所
有
者
の
変
更
（
名
義
変

更
）、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
な
人
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
他
市
の
人
へ
の
譲
渡
、

紛
失
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
も
廃

車
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
車
種

　市
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
人
に
、
あ
や
バ
ス
回
数
券

（
３
０
０
０
円
分
）
か
健
康
長
寿

定
期
券
（
１
か
月
分
）
を
無
料
交

付
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
運
転
免

許
証
を
有
効
期
間
内
に
自
主
返
納

し
た
人
。
期
間
が
切
れ
て
返
納
す

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
／
返
納
か
ら
１
年
以
内
に

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
か
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
持
参
の
上
、
市
民
協
働
課
へ
。

そ
の
他
／
無
料
交
付
し
た
回
数
券

と
健
康
長
寿
定
期
券
は
払
い
戻
し

で
き
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
は
、
介
護
福
祉
士
を
養
成
す

る
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校

の
学
生
に
、
修
学
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す
。

対
象
／
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
等

に
在
学
中
か
入
学
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
人
で
、
卒
業
後
１
年

以
内
に
市
内
の
介
護
事
業
所
等
で

介
護
福
祉
士
と
し
て
従
事
し
よ
う

と
す
る
人
。
貸
与
額
・
期
間
／
１

一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
努
め
、
火

災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
火
災
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
毎
日
見
守
る
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
と
点
検
も
忘
れ

ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　市
教
育
委
員
会
は
「
明
治
１
５

０
年
記
念
綾
部
市
資
料
館
講
演
会
」

を
行
い
ま
す
。
幕
末
の
偉
人
・
坂

本
龍
馬
の
妻
・
お
龍
と
綾
部
の
意

外
な
関
係
を
説
明
し
ま
す
。
入
場

無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

日
時
／
３
月
17
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
。
場
所
／
中
央
公
民

館
中
央
ホ
ー
ル
（
里
町
）。
講
師

／
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・

中
村
武
生
さ
ん
。
演
題
／
坂
本
龍

馬
の
妻
お
龍
と
知
足
院
夢
覚
・
加

藤
省
吾―

現
綾
部
市
岡
町
を
舞
台

と
し
た
幕
末
維
新―

。

問
資
料
館
☎（
43
）１
３
６
６

　n（
43
）２
１
３
４

に
よ
っ
て
手
続
き
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先
／
１
２
５
㏄
以
下
の
原

動
機
付
自
転
車
と
農
耕
作
業
用
な

ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
＝
税
務
課
。

申
請
者
の
印
鑑
（
名
義
変
更
は
新

旧
所
有
者
と
も
）
が
必
要
で
す
。

廃
車
の
場
合
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
二
輪

の
小
型
自
動
車
＝
近
畿
運
輸
局
京

都
運
輸
支
局
。
三
輪
と
四
輪
＝
軽

自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所
。

必
要
な
書
類
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

　近
畿
運
輸
局
京
都
運
輸
支
局

　☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
１

　軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所

　☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
４
４

　ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
な
ど
の

乗
用
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
や
工

場
内
で
使
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道

走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
車
両
を

所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
軽
自
動
車
の
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
車
両
を
所
有
し
て

健
所
福
祉
室
（
舞
鶴
市
）、
府
中

丹
広
域
振
興
局
綾
部
地
域
総
務
室

（
川
糸
町
）。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。Ｂ
Ｓ
放
送（
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
）

や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
を
利
用
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で

学
べ
、
大
学
卒
業
資
格
が
取
れ
る

文
部
科
学
省
・
総
務
省
が
所
管
す

る
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

受
付
期
間
／
１
次
＝
２
月
28
日

（
木
）ま
で
。
２
次
＝
３
月
１
日

（
金
）〜
17
日（
日
）。

問
放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
３
７
１
）３
０
０
１

　２
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
４
４
２
人
（
男
１

５
６
０
９
、
女
１
６
８
３
３
）。

世
帯
数
は
１
３
７
５
２
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

０
件
。
平
成
30
年
の
火
災
発
生
件

数
は
17
件（
建
物
６
件
）で
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
グ
ル
ー
プ
花
壇
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
／
一
般
の
部
は
三
角
形

（
四
角
す
い
の
１
面
の
斜
面
）、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
の
部
は
四
角
形
の
花

壇
。
い
ず
れ
も
４
平
方
㍍
。
主
催

者
で
花
苗
を
用
意
し
ま
す
。
特
殊

な
花
苗
や
制
作
物
は
参
加
者
が
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
区
画
／

一
般
の
部
は
先
着
８
区
画
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
部
は
先
着
５
区
画
。

植
栽
日
／
４
月
13
日（
土
）〜
16
日

（
火
）。
申
込
み
／
３
月
中
旬
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
応
募
す
る

部
門
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
）
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）９
０
３
０

　n（
42
）９
０
２
９

　府
は
、
低
所
得
者
世
帯
で
専
門

学
校
な
ど
の
技
能
修
得
施
設
に
修

学
す
る
学
生
を
対
象
に
、
奨
学
金

を
支
給
し
ま
す
。
受
給
資
格
や
対

象
と
な
る
施
設
等
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
１
次
＝
３
月
22
日

（
金
）。
２
次
＝
４
月
19
日（
金
）。

２
次
以
降
随
時
受
け
付
け
あ
り
。

申
請
書
配
布
場
所
／
府
中
丹
東
保

い
る
場
合
は
、
印
鑑
と
車
台
番
号

等
が
確
認
で
き
る
書
類
（
販
売
証

明
書
等
）
を
持
参
の
上
、
税
務
課

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

切
り
口
が
か
わ
い
ら
し
い
「
飾
り

巻
き
寿
司
」
を
作
る
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
作
り
方
を
学

ん
だ
後
は
、
試
食
も
で
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
10
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
。
場
所
／
村
お

こ
し
研
修
館
（
八
津
合
町
）。
参

加
費
／
高
校
生
以
上
２
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
０
円
、
小
学

生
未
満
５
０
０
円
。定
員
／
20
人
。

申
込
み
／
３
月
６
日（
水
）ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）９
０
３
０

　n（
42
）９
０
２
９

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

４
月
27
日（
土
）〜
30
日（
火
・
休
）

に
青
野
町
の
由
良
川
花
庭
園
で
開

く
「
あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展
」
の

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　市
議
会
は
、
平
日
の
傍
聴
が
困

難
な
人
の
た
め
に
「
日
曜
議
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
民
政
会
、
創
政

会
、
日
本
共
産
党
議
員
団
の
代
表

者
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
10
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
。
場
所
／
市
役
所
３
階
議

場
。
そ
の
他
／
３
階
委
員
会
室
と

１
階
会
議
室
で
、
モ
ニ
タ
ー
視
聴

も
で
き
ま
す
。１
階
会
議
室
で
は
、

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
も
行
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ラ
イ

ブ
中
継
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
☎（
42
）１
２
５
９

　３
月
１
〜
７
日
は
「
忘
れ
て
な

い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確

認
」
を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
春
先
は
空
気
の
乾
燥
や
季

節
風
の
影
響
で
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
状
況
に
な
り
ま
す
。

日
曜
議
会

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

明
治
１
５
０
年
記
念
講
演
会

飾
り
巻
き
寿
司
作
り
体
験

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

小
型
特
殊
自
動
車
は
登
録
が
必
要

技
能
修
得
資
金

放
送
大
学
４
月
入
学
生

免
許
証
返
納
者
に
バ
ス
乗
車
券

介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金
貸
付

軽
自
動
車
の
登
録・廃
車
手
続
き

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話

n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）
　
　

面
左
上
）
　
　

人
口
・
火
災
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、
　　　  調理員等
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※2018年度中 採用の介護職員・生活支援員も
　同時募集しています。

2019年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前 売 り
14：00開演

2,500円
2,000円
1,000円

《指定席》
《自由席》 一般
　 高校生以下

宗次郎
オカリナコンサート
宗次郎
オカリナコンサート
4月20日土

～介護予防・日常生活支援総合事業～
ミストラルすこやかシニア教室　

ミストラル健康センター豊里
☎070ー2285ー4455
◎当教室のご利用は、65歳以上の方で、包括支援センター
　での手続きが必要となります。（送迎有）

「ずっと笑顔で…」をサポートします「ずっと笑顔で…」をサポートします

週に１回の運動・脳トレで
介護要らずの体づくり※あなたの体調に合わせてつくる

　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！



セット 2,800円（税別）～

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

保護者のための就活勉強会 in 綾部
■日 3月2日（土）
■時 13：30～16：00
■場 ものづくり交流館（青野町）
■問 商工労政課☎（42）4264

糖尿病教室
■日 3月4日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 3月18日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

めたぼら会
■日 3月6日（水）
■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※74歳以下でメタボリックシン
ドロームに関心のある人対象。
定員20人。食材費300円
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

ぷくぷくひろば
■日 3月12日（火） ■時 9：45～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後６か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

そうやなあ談義
■日 3月26日（火）
■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
※介護中の男性対象の座談会。参
加費100円

■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

がんサロン
■日 3月27日（水）
■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

喫茶シボラ
■日 3月11日（月）■時 13：00～15：30
■場 東山公民館（東山町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

中学校卒業式
■日 3月15日（金） 
■場 各中学校
■問 各中学校

小学校卒業式
■日 3月20日（水） 
■場 各小学校
■問 各小学校

幼稚園卒園式
■日 3月22日（金） 
■場 各幼稚園
■問 各幼稚園

脳イキイキ！音読の会
■日 3月27日（水）■時 14：15～15：15
■場 図書館（新宮町）
■申 ■問 図書館
　☎（42）6980　n（42）4570

里山そば打ち教室「すみか」
■日 3月13日（水）
■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

元気はつらつ教室（運動教室）
■日 3月13日（水）
■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「お
家でできる簡単タオル体操」
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

離乳食講座
■日 3月15日（金） ■時 9：45～11：45
■場 保健福祉センター（青野町）
※生後5～11か月の乳児の保護者
対象。持ち物は母子健康手帳、
エプロン、三角巾、手拭き、お
んぶひも
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

介護者家族教室
■日 3月15日（金）■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※テーマは「困ったときにはいつ
でもどうぞ～入院後のあなたを
サポートします～」
■申 ■問 東部地域包括支援センター
　☎（21）5295　n（21）5296

みんなでつくるクラフトフェア
■日 3月30日（土）
■時 10：00～15：00
■場 中央公民館（里町）
■問 中丹文化事業団
　☎（42）7705　n（42）7783

育児相談
■日 3月5日（火）
■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 3月6日（水）
■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

人権相談
■日 3月8日（金） ■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

健康相談・栄養相談
■日 3月11日（月）
■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

交通事故相談
■日 3月13、27日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 3月20日（水）
■時 9：30～12：00

総合運動公園第２体育館
■日 3月3日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 3月3日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 3月17日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 3月7、14、28日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行
■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288

保健福祉センター
■日 3月14、28日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　田中明美（栗町） 10万円
　牧野德男（下八田町） 10万円
　前田道子（寺町） ３千円
　竹内早智子（栗町） ３千円
《災害支援に》
　寄付金等　　15件 43万1,406円
《ふるさと納税》
 250件 754万円

■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 3月20日（水）
■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

税務相談（税理士会）
■日 3月20日（水）
■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※２日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部
　（中井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

就職相談
■日 3月26日（火）
■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 3月27日（水）
■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

法律相談
■日 3月28日（木）
■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは3月20日（水）8：30
～。先着10人。1人20分
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

多重債務相談（司法書士会）
■日 4月2日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは3月26日（火）～29日
（金）
■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

３～４月上旬

講座・教室

無料開放

窓口延長

催しなど

相　　談

ご寄付ありがとうございました
１月受付分（敬称略）



発
行
／
綾
部
市
　
 〒
623-8501  京

都
府
綾
部
市
若
竹
町
8-1　

☎
0773（

42）3280　
FAX0773（

42）4406　
URL http://w

w
w
.city.ayabe.lg.jp　

 編
集
／
秘
書
広
報
課

2019（
平
成
31）年

2月
15日

発
行

　今回の情報すくらんぶるは、世界を舞台に活躍する本市出身の
ミュージシャン・屋敷豪太さんを紹介します。59

「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
世
界

的
な
成
功
を
収
め
た
屋
敷
さ
ん
。

仕
事
で
全
国
を
飛
び
回
る
中
、
合

間
を
縫
っ
て
本
市
成
人
式
（
平
成

28
年
）
の
ド
ラ
ム
演
奏
＝
写
真
上

＝
や
「
綾
部
む
す
び
」Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
へ
の
参
加
な
ど
、
綾
部
で
の
活

動
に
精
力
的
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
約
４
年
前
。
再
び

ふ
る
さ
と
に
目
を
向
け
た
き
っ
か

け
は
、
京
都
市
内
で
会
社
を
営
む

妻
の
朋
美
さ
ん
と
、
工
房
の
建
設

場
所
を
探
し
た
こ
と
。
候
補
地
の

一
つ
と
し
て
綾
部
を
訪
れ
、
里
山

の
景
色
に
感
動
。
昨
年
、
十
倉
向

町
に
工
房
を
立
ち
上
げ
、
月
に
数

回
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

18
歳
で
上
京
し
、
海
外
生
活
も

長
か
っ
た
屋
敷
さ
ん
は
「
ふ
る
さ

と
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま

外
に
出
た
。
大
人
に
な
り
昔
知
ら

な
か
っ
た
風
景
や
歴
史
な
ど
に
触

れ
、
改
め
て
良
さ
を
感
じ
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。「〝
何
も
な
い
〞

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
け
ど
、

本
当
は
〝
全
部
あ
る
〞
豊
か
な
場

所
。
交
通
の
面
で
も
日
本
海
側
の

結
接
点
で
、
可
能
性
を
感
じ
る
。

綾
部
で
過
ご
す
時
間
は
短
い
け
れ

ど
、
地
域
の
行
事
に
も
参
加
し
た

い
。
気
軽
に
声
を
掛
け
て
」
と
、

終
始
笑
顔
で
し
た
。

市
は
１
月
13
日
、
屋
敷
さ
ん
か

ら
災
害
復
旧
支
援
へ
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
12

月
26
日
に
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京

都
（
京
都
市
）
で
開
か
れ
た

「chidoriya rocks 69th

」
で
募

ら
れ
た
も
の
。
屋
敷
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
内

で
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
で
の
被
害

に
対
し
、
寄
付
が
呼
び
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。

～活躍する綾部人～

２
月
号

ふ
る
さ
と
の
景
色
に
感
動

離
れ
て
分
かっ
た
綾
部
の
良
さ

イ
ベ
ン
ト
で
寄
付
を
呼
び
掛
け

～活躍する綾部人～

屋敷豪太さん

1962（昭和37）年生まれ。府立
綾部高等学校を卒業して上京。国
内でのバンド活動を経て、1988年
にイギリスに渡る。翌年、全英チャー
ト５位を記録したSoul Ⅱ Soulのアル
バムに参加し、世界的に注目を集め
る。1991年、ドラマーとして加入した
バンド「Simply Red」では、同年リ
リースのアルバム「Stars」が全英
チャート１位を12週記録。２年間にわ
たる世界ツアーにも参加。近年は活
動拠点を日本に移し、新人アーティ
ストのプロデュースや自身の楽曲制
作など、多方面で活躍。サッカー国
際試合の選手入場の際に流れる
「ワールド・サッカー・アンセム」も、屋
敷さんがアレンジしたもの。

「多くの人に知ってほしい」と、最新アルバムには黒谷
和紙や君尾山からの雲海の写真を使用

チ

　ド

　リ

　ヤ 

ロ
ッ
ク
ス

集まった13万7,406円は、屋敷さん夫妻から山崎善也
市長へと手渡されました
集まった13万7,406円は、屋敷さん夫妻から山崎善也
市長へと手渡されました

■profile

ソウル・　トゥ ・

ト５位を記録したSoul Ⅱ Soulのアル
ソウル・　トゥ ・

ト５位を記録したSoul Ⅱ Soulのアル
ソウル

ト５位を記録したSoul Ⅱ Soulのアル
ソウル

ト５位を記録したSoul Ⅱ Soulのアル

シンプリー レッド

スターズ
リースのアルバム「Stars」が全英

スターズ
リースのアルバム「Stars」が全英






